
社会福祉協議会が長年の経験と実績をもとに

市民の皆さまの暮らしのお困りごとを

助太刀いたします！

詳しいメニューは
ホームページを
ご覧ください

すけだち

まずはお気軽にお問い合わせください♬
新発田市社会福祉協議会 TEL 23ｰ1000

普段の暮らしに、ちょっとした手助けがあることで “あんしん” な生活へ
選べる　　　メニューで将来への不安など、暮らしのお困りごとを解消しませんか。4747

冬場のゴミ
出しが大変

…

買い物や通
院が１人だ

と心配…

看護師や福祉の
専門職に自宅に

来てほしい…

ふだ
んの く

らしを しあわせにふ
く し

編集・発行 社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会
しばた社協だよりは、ボランティアグループ音声訳「むぎの会」により音声訳されています。
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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会

会 

長
　山
　口
　恵
　子

　
年
頭
に
あ
た
り
、
謹
ん
で
新
年
の
ご

あ
い
さ
つ
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
昨
年
は
当
協
議
会
に
と
り
、「
禍
福

(

か
ふ
く)

は
糾(

あ
ざ
な)

え
る
縄

の
如
し
」
の
こ
と
わ
ざ
通
り
の
一
年
と

な
り
ま
し
た
。

　
１
つ
は
、
新
発
田
市
の
子
ど
も
が
保

護
者
の
経
済
的
な
理
由
に
よ
り
、
夢
や

進
学
を
諦
め
て
し
ま
う
こ
と
を
少
し
で

も
減
ら
し
た
い
と
、
神
田
敏
行
様
か
ら

多
額
の
ご
寄
付
を
い
た
だ
き「
令
和
版
・

神
田
道
学
堂
」を
創
設
い
た
し
ま
し
た
。

応
募
動
機
か
ら
溢
れ
出
す
子
ど
も
達
の

熱
い
想
い
を
支
え
て
い
く
だ
け
で
な

く
、
夢
を
実
現
し
た
い
と
強
く
願
う
エ

ネ
ル
ギ
ー
は
私
達
の
大
き
な
活
力
源
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。

　
も
う
１
つ
は
、
新
発
田
中
央
ロ
ー

タ
ー
リ
ー
ク
ラ
ブ
様
と
金
蘭
荘
で
着
手

し
た
「
ポ
タ
ジ
ェ
の
庭
づ
く
り
」
で
す
。

生
き
づ
ら
さ
を
抱
え
る
若
者
と
果
樹
や

植
物
を
育
て
る
協
働
作
業
を
通
し
、
価

値
観
や
職
種
も
全
く
違
う
方
々
と
触
れ

合
い
、
何
か
や
っ
て
み
よ
う
と
思
え
る

こ
と
を
見
つ
け
よ
う
と
手
探
り
な
が
ら

も
楽
し
み
、
果
樹
等
の
開
花
を
一
緒
に

見
る
日
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
一
方
で
は
、
昨
年
10
月
、
新

発
田
市
が
18
歳
以
上
の
２
千
５
百
人
の

市
民
に
実
施
し
た
「
地
域
を
よ
り
良
く

す
る
た
め
の
ア
ン
ケ
ー
ト
」
調
査
に
お

い
て
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
認
知
度
を

問
う
設
問
で
「
名
前
は
聞
い
た
こ
と
が

あ
る
が
、
活
動
内
容
は
知
ら
な
い
」
と

の
回
答
が
50
．
８
％
、「
名
前
も
活
動

内
容
も
知
ら
な
い
」
が
28
．
２
％
と
、

回
答
さ
れ
た
８
割
の
市
民
の
皆
さ
ま
が

社
会
福
祉
協
議
会
を
ご
存
じ
無
い
と
い

う
慙
愧
に
堪
え
な
い
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

　
ま
た
、
ご
意
見
で
は
「
も
っ
と
身
近

で
分
か
り
や
す
い
活
動
を
す
べ
き
」、

「
特
定
団
体
だ
け
が
理
解
し
て
い
る
組

織
」、「
困
っ
て
い
る
人
に
手
を
差
し
伸

べ
ら
れ
て
い
な
い
、対
応
し
て
い
な
い
」

等
、
大
変
厳
し
い
ご
指
摘
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。辛
い
気
持
ち
で
一
杯
で
す
が
、

新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議
会
に
対
す
る

偽
ら
ざ
る
気
持
ち
が
示
さ
れ
た
も
の
。

こ
れ
ま
で
当
協
議
会
の
運
営
に
携
わ
っ

て
き
た
全
て
の
役
職
員
を
含
め
、
真
摯

に
受
け
止
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
現
実

で
す
。

　
十
二
支
発
祥
の
地
で
は
「
ヘ
ビ
は
海

に
千
年
、山
に
千
年
住
む
と
龍
に
な
る
」

と
伝
え
ら
れ
、
脱
皮
を
繰
り
返
し
、
多

少
傷
つ
い
て
も
生
き
続
け
る
こ
と
か
ら

「
強
い
生
命
力
」
の
象
徴
と
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
巳
年
は
「
新
し
い
時
代

が
始
ま
る
起
点
と
な
る
年
」、「
今
ま
で

取
り
組
ん
で
い
た
こ
と
が
実
を
結
ぶ

年
」
と
も
言
わ
れ
る
そ
う
で
す
。

　
72
年
間
、
連
綿
と
続
く
当
協
議
会
は

か
つ
て
無
い
苦
境
に
立
っ
て
い
ま
す
。

省
み
て
、
足
ら
ざ
る
所
は
全
て
見
直
す

心
持
ち
で
、
新
た
な
こ
と
に
は
躊
躇
せ

ず
に
挑
む
姿
勢
を
組
織
全
体
で
共
有

し
、
新
生
・
新
発
田
市
社
会
福
祉
協
議

会
と
な
る
の
は
、今
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

培
っ
て
き
た
人
材
と
知
見
を
存
分
に
発

揮
し
、
普
段
の
暮
ら
し
を
幸
せ
に
す
る

た
め
に
欠
か
せ
ぬ
民
間
団
体
だ
と
、
市

民
の
皆
さ
ま
に
お
認
め
い
た
だ
け
る
よ

う
驀
進
い
た
し
ま
す
。

　
今
年
も
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。

市内で災害級の大雪が発生した場合、雪害ボラン
ティアセンターが開設され、必要な除雪活動をボ
ランティアで行います。
　　　　　 主に週末（土、日、祝）を中心に活動予定
　　　　　 ※活動時間については都度決定します

除雪活動は、有償の支え合いの仕組みである住民参加
型在宅福祉サービス「生活応援団」として行います。

　　　　　 平日 月～金曜日、午前8時30分～
　　　　　 午後4時頃でご都合の合う日

活動
パターン

問い合わせ先：新発田市社会福祉協議会　TEL  2 3－1000

活 動 日

活動可能なパターンに合わせてぜひご協力をお願いします。

活動日時

災害級の大雪時！ 平時の除雪活動1 2活動
パターン

自力で除雪が難しい世帯への
除雪活動をしていただける方を募集しています

生活応援団に
ついてはこちら

２新発田市社協だより新発田市社協だより№ 432№ 432



判断能力の不十分な高齢者の方や障がいなどで生活に不安のある方を支援する主な手段として「日常生活自立
支援事業」と「成年後見制度」があります。さまざまな手続きなどでお困りはありませんか。

あんしんな生活を支援しますあんしんな生活を支援します
～ 住み慣れた地 域で暮らし続けるために～

日常生活自立支援事業（　　　　　　　 ） TEL 20ｰ0022（直通）日常生活自立支援事業（　　　　　　　 ） TEL 20ｰ0022（直通）問い合わせ先

日常生活自立支援事業とは？ 基本サービス+選択サービスでのご利用です。
選択サービスのみのご利用はできません

１ 福祉サービスの利用のお手伝い
（福祉サービス利用援助）

・さまざまな福祉サービスについての相談
・福祉サービスの利用に関するお手伝い　など

２ 日常的なお金の出し入れのお手伝い
（日常的金銭管理サービス）

・年金や福祉手当の受け取りに必要な
　手続き
・医療費や公共料金の支払い手続き   　　　
　　　　　　　　　　　　　　　など

３ 大切な書類や印鑑などのお預かり
（書類等預かりサービス）

銀行の貸金庫などを利用して書類を
お預かりします。
・証書等（年金証書、権利証など）
・預貯金の通帳                 など

ご本人、家族、関係機関などから成年後見制度に
関する総合的な相談をお受けします。制度を利
用するための手続きや提出書類の作成方法など
をご説明します。

新発田市成年後見センター（　　　　　　 ） TEL 20ｰ8988（直通）新発田市成年後見センター（　　　　　　 ） TEL 20ｰ8988（直通）問い合わせ先

〈一般相談/無料〉
月曜日～金曜日　午前９時～午後５時
                      （土、日、祝日及び年末年始を除く）

成年後見センターとは？
◆ 成年後見制度に関する相談支援を行います 【日　程】

【場　所】
【弁護士】

毎月開催（ご要望のある場合）
※ご相談に合わせて日程調整いたします
新発田市ボランティアセンター
新発田中央法律事務所
所長　吉村　一洋　弁護士

◆制度に関連したどんなお悩みでも
　結構です　　※毎月先着３名

弁護士さんに相談してみませんか？
～成年後見制度に関する無料法律相談～

新
潟
県
知
事
表
彰

新
発
田
市

社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

受
賞
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

表
彰
受
賞
者
の
ご
紹
介

【
全
国
・
県
・
市 
社
会
福
祉
協
議
会
・

共
同
募
金
会
関
係
】

（
順
不
同
・
敬
称
略
）

〇
感
謝
状
贈
呈

　神
　田
　敏
　行

　丸
　山
　昭
　二

〇
社
会
福
祉
事
業
・

　ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
功
労

　髙
　橋
　
　
　博

　奥
　田
　明
　子

　渋
　谷
　富
　栄

　林
　
　
　孝
　子

　立
　川
　隆
太
郎

　磯
　部
　千
　里

　古
　田
　二
三
子

　波
多
野
　利
　治

〇
一
般
功
労
者
表
彰
（
善
行
）

　拡
大
写
本
結
の
会

　要
約
筆
記
サ
ー
ク
ル
四
季

ご利用者さま本人と社会福祉協議会が
契約を結び、援助を開始します。
さまざまな契約や、財産の管理方法は
ご利用者さま本人が決めます。

基本サービス

選択サービス

全
国
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

〇
永
年
勤
続
表
彰

　石
　井
　ト
モ
子

新
潟
県
社
会
福
祉
協
議
会
長
表
彰

〇
永
年
勤
続
表
彰

　髙
　橋
　雅
　慶

　片
　野
　愛
　斗

　齋
　藤
　
　
　徹

　榎
　本
　礼
　子

新発田市
社会福祉協議会内
新発田市
社会福祉協議会内

新発田市
社会福祉協議会内
新発田市
社会福祉協議会内

３ 新発田市社協だより № 432

し
ば
た
社
協
だ
よ
り
は
皆
さ
ま
か
ら
い
た
だ
い
た
『
赤
い
羽
根
共
同
募
金
』
の
配
分
金
と
社
協
会
費
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。



◎ 善 意 の 寄 付 ◎ 令和６年9～12月（敬称略・順不同）

一般寄付
神田敏行………………………………
たかはし脳外科皮フ科医院……
加治川商工会……………………
押し花教室「花だより」………
上三光念仏講……………………
川上克義…………………………
いとの会…………………………
籐細工クラブ……………………
紫雲ゴルフ俱楽部………………
佐藤美佐男……………………………
佐藤義衛…………………………
匿名（３名）……………………

後藤修一郎……………………………
おはなしぱたぽん…………………
ベル美容室………………………………
新保宏……………………………………
年金者の会………………………………
山口……………………
山口フジ………………………
税理士法人小野寺税務会計事務所……
一般社団法人
　新潟県北部読売会…………
合同会社小川新聞店……

株式
40,000円
24,250円
10,600円
2,632円
4,041円
8,000円
28,756円
2,044円
現金

4,510円
11,201円

事務用品
未使用切手

タオル
タオル
タオル

タオル、シーツ、オムツ
植樹用植物１式

ハガキ

（景品）タオル、文具
（景品）菓子、絵本、玩具

タオル
タオル
タオル
糸

寄付物品 倉島キン……………
岡田裕子……………
島田健二……………
齋藤重憲…………………

東新町２丁目町内会
おはようサイクリング
居食家赤れんが

アルミ缶

ご協力
ありがとう
ございました

ご 協 力 あ り が と う ご ざ い ま し た

【事業所・団体等】（敬称略）NTT労組退職者の会／税理士法人  小野寺税務会計事務所／有限会社
 田村組／きいろいふうせん／県立新発田病院患者サポートセンター／新富町１丁目青少年育成会／小
柳産業株式会社／スクールIE  新発田校／スクールIE  新発田駅前校／新発田市第二地区民生委員児童
委員協議会／新発田市第五地区民生委員児童委員協議会／加治川商工会女性部／株式会社 ひだの／
新発田広域事務組合／新潟県立西新発田高等学校／城北町３丁目町内会／新発田中央高等学校／豊浦
商工会女性部／北越ロードサービス株式会社／豊浦郵便局／新発田市役所　【個人】舟入町 吉田様

収集ボランティア活動（使用済切手等）にご協力いただいた方々  令和６年７月～12月分（順不同）

　手軽に誰にでもできるボランティア活動と
して、収集ボランティアがあります。それぞれ
専門の取り扱い機関や業者などにより換金
され、地域福祉や発展途上国に対する支援
の財源として有効に活用されています。

　市内東中学校の「課題解決型職場体験」に私たち法人も参加し、中学生の皆さんが紹介ポ
スターを作成してくださいました！ポスターについては、下記場所に掲示させていただいてお
ります。また、社会福祉協議会ホームページにも掲載しておりますので、ぜひご覧ください。
　当会の取り組みについてより多くの市民の皆さまに知っていただき、地域づくりのパート
ナーとして協力いただけるよう更に取り組みを進めてまいります。

収集ボランティア はじめて
みませんか？

使用済み又は
未使用切手

・新発田市社会福祉協議会（ボランティアセンター入口）※土・日・祝日は使用済み切手と不要入れ歯等金属の回収箱のみの対応となります
・新発田市役所１階  環境衛生課窓口前（不要入れ歯等金属収集のみ）

不要入れ歯
等金属

書き損じ（未使用）
はがき・年賀はがき

回収場所

※ご許可をいただいた方のみ掲載しています。

手軽に
できる！

ポスター掲示場所：新発田市ボランティアセンター、新発田市役所、市立東中学校

＊ 社会福祉協議会をより市民の皆さまに知っていただくために ＊
ホームページは
こちら▼

問い合わせ先 社会福祉法人 新発田市社会福祉協議会
〒957ｰ0054　新発田市本町４ｰ16ｰ83（ボランティアセンター内）
TEL：23ｰ1000　FAX：26ｰ3300（土・日・祝日を除く）

ホームページ　https://www.shibata-shakyo.or.jp
社協だより（PC版）がご覧になれます

専用駐車場Ｐ

新発田市
ボランティア
センター

カルチャー
センター

新発田駅

県立新発田病院


